
令和４年度東京都立青山高等学校　学校経営計画
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・企画調整会議での議論の活性
化による学校経営の一層の充
実・改善
・学習から生活、特別活動等ま
でにおける生徒・保護者に係る
情報の迅速な共有
・進学実績向上に資する専門性
の一層の向上
・体罰や個人情報漏えい等の服
務事故の防止
・個々の生徒に応じた学習指導
や相談の展開、生徒及び保護者
との面談の実施
・担当部署に関らず、学校行事
等の運営への積極的協力
・学校ポータルサイト（Webア
ンケートを含む）の高度機能化
と担当部署の新設及び保護者と
の情報共有の一層の迅速化
・オラクル社と連携した探究活
動の所プログラムの発展継続
・在校時間調査の公表によるラ
イフワークバランスの実現に向
けた取組の継続（テレワーク・
在宅ワークの継続）
・ＩＣＴ活用推進のためのＩＣ
Ｔ委員会の活性化

・進学実績の向上に資する学習
環境整備等の企画提案など学校
経営に参画
・中長期的視点に立脚した自律
経営推進予算の編成と効率的執
行
・積立金等の私費の適正かつ学
校経営に則した執行管理
・副校長等と連携した、校内施
設・設備の安全点検と増改修推
進のための支援センター、高等
学校教育課との折衝
・令和４年度入学生から学校
ポータルサイトによる保護者通
知等の完全ペーパーレス化を実
現
・業者選定委員会、安全衛生委
員会等を利用した業務改善
・在校時間調査の公表によるラ
イフワークバランスの実現に向
けた取組の継続（産業医の活
用、心身のケアに関する研修の
実施）とテレワークや在宅勤務
の継続
・外苑会、後援会との連携の一
層の強化、近隣諸団体等との連
携の一層の推進

・グラウンドの人工芝生化
と外構整備
・体育館アリーナ床改修
・体育館棟照明のLED化
・普通教室扉の改修
・図書室の窓改修
・自習室や廊下ラウンジの
学習環境の整備
・大型スクリーン、Ｗｅｂ
カメラ、三脚、教員用Ipad
等の学習のＩＴ化に不可欠
の備品の一層の整備
・広報用のデジタルサイ
ネージ、外構部掲示板のデ
ジタル化と増設
・ＩＴによる業務の効率化
に伴う教職員の負担軽減と
ライフワークバランスの実
現、テレワークや在宅勤務
の継続
・手洗い場やトイレ等の水
栓のセンサー化ないしモノ
コック取り付け
・校費縮減に伴う校内予算
の精選と重点支出の設定

・令和３年度から先行導入した一人１
台端末の授業での活用法の研究を継続
発展（10月からのＢＹＯＤ回線の増
強を見据えた取組）
・学習のしおり（年間指導計画）の精
度向上の継続及び観点別評価の着実な
実施
・授業での学習のねらいの明示、知
識・技能を活用する場面の設定、話合
いや発表活動等による主体的な学びの
実現
・校内学力テストに記述式問題、初見
の問題、新傾向の問題を盛り込むとと
もに、進路指導の決め手とできる水準
までの精度向上を実現
・校内学力テスト、外部模擬試験の結
果分析のＩＴ化と指導の充実改善
・授業評価等の結果分析と、成果を挙
げている取組等を教科学年で共有
・教員の相互授業参観を年２回（６
月、１１月）実施
・Ｇtec受験、Tokyo Global
Gateway（英語村）の活用
・学校図書館を活用した授業、「青山
高校の100冊」を通じて、不読率を
10％未満に低減
・休業期間中等の課題の分量は学年主
任が教科と相談の上、適切に管理
・ストリート装飾の展示継続とオリパ
ラ教育の総括

・重点校の使命として、受験指
導ではなく、進学指導を推進す
るため、76期生の取組を「青
高スタンダード」と位置付け、
77期生以降に着実に継承
・進路職員会議、ケース会議の
ＩＴ化と精度向上
・二者三者面談における外部模
擬試験等の活用法や進路指導の
手法に関する進路部主催の研修
会の開催
・校内学力テスト、外部模擬試
験の継続実施（校内学力テスト
の一層の精度向上に向けた各教
科の取組を支援）
・模擬試験ごとの志望者リスト
の作成と希望に応じた講習の実
施
・模擬試験は、学年集会で各教
科担当の解説を加えて返却
・講習及び補習の実施（3年：
難関国公立大、1･2年：習熟度
別）
・３年：共通テストシミュレー
ションの継続、共通テスト及び
二次試験対応時間割の編成（２
学期末から２月末まで）

「青高スタンダー
ド」と位置付けた令
和３年度の取組を継
続する。計画的に進
路指導を行うととも
に、生徒一人一人の
実態を教職員全員で
把握し、各教科等で
の適切な指導を継続
する。
・合格大学別の校内学力テ
スト・定期考査の分析
・進路職員会議、ケース会
議、進路研修会等を定期的
に開催
・進路指導には担当者だけ
でなく担任全員が主体的に
関与、進路指導における面
談力の向上
・望ましい勤労観・職業観
を育むキャリア教育の実施
（受験指導ではなく進学指
導を校是とする）

３
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方
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１
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教
育
目
標
と
方
策

教育課題の解決を目指
し、全教職員が学校経
営計画の具現化に取り
組む。学校ポータルサ
イトにより保護者との
情報共有の迅速化と電
子起案（決定）率
90％以上を目指す。
・エビデンスを重視した学校
経営の継続
・自己申告に学校経営計画の
具現化のための目標設定
・企画調整会議の活性化
・探究的学習活動をＨＲ活動
や行事として導入し、令和６
年度までに教育課程に新たに
位置付ける改革を実現
・校内研修、進路職員会議等
による教育課題の共有化
・学校ポータルサイトの活用
により保護者との情報共有の
一層の迅速化を実現
・ライフワークバランスの取
組の推進

課題ごとに、管理職と
一体となってＰＴ方式
によりその解決に当た
る。学校ポータルサイ
トにより紙・印刷経費
の10％削減と電子決
定率95％以上を目指
す。
・学校経営計画の具現化に資
する取組を展開（情報収集、
レク資料の作成、企画・要望
等に関する説明資料の作成）
・校長研修による若手職員の
人材育成とＯＪＴ等による実
務面での人材育成の推進
・適正な予算編成・執行と財
務管理の徹底
・施設・設備の安全維持に要
する業務の着実な推進
・学校ポータルサイトの活用
による紙・印刷経費の10％
削減
・ＰＴＡ、外苑会（同窓
会）、後援会との適切な関係
の維持

施設・設備の安全確認・
点検等を定期的に行うと
ともに、改修改善を要す
る施設・設備については
増改修要望を利用して学
校経営支援センター、又
様々な機会を捉えて営繕
課と連携して教育環境の
維持改善及び向上を図
る。
・生徒の安全と教育成果
の拡大を図るために、教
育庁関係部署並びに地域
の関係団体や教育機関と
連携して改修改善を推進
する。
・複数年度にわたる増改
修の中期的計画を作成
し、増改修計画に反映す
る。
・感染症予防対策のため
の施設設備の改善充実及
び衛生管理用品の十分な
確保

教員の専門性の向上と、
国公立大学進学に対応し
た学習指導の展開を目指
す。
・一人１台端末の活用法の研究
を令和５年度末まで継続し、よ
り効果的な活用法を確立
・大学入試改革を踏まえた自校
作成問題の継続、校内学力テス
ト、定期考査の改善及び目標値
の設定（全てに新傾向の作問を
導入）
・校内学力テストによる進路指
導の実現
・学習到達目標の明示と生徒に
対する教員の期待の表明、観点
別評価の着実な実施
・管理職が指定した教員の授業
見学、指導教諭による授業公
開、特別講習等の継続
・英語教育研究推進校としての
取組
・オリパラ教育の総括
・不読率の低減
・令和５年度推薦選抜の改善
（定員の20％、小論文の比重増
大）

（ア）教育職員 （イ）行政職員 各教科において探究活動
の要素を取り入れい、主
体的・対話的な深い学び
を実現する。作問力を高
め、学力テスト等の精度
向上を図るとともに、Ｉ
ＣＴを活用した、より質
の高い学習指導を実現す
る。入選方法の一層の工
夫改善を実現する。

将来の進路決定のた
めに深い学びと教養
を身に付けさせる
「進学指導」を実現
する。また、エビデ
ンスを踏まえた進路
指導の一層の充実を
図り、国公立大学進
学の実績の向上を図
る。

進学実績の向上に資す
る深い学びにつながる
学習指導を展開すると
ともに、一丸となって
学校経営上の課題解決
に取り組む。また、ハ
ラスメントや服務事故
のない職場を維持す
る。

ア　組織
イ　施設・設備

ア　学習指導等 イ　進路指導

２
　
中
期
的
目
標
と
方
策

（１）  学校経営 （2）学習指導・進路指導

適正な予算編成と執行
などの財務管理及び安
全な教育環境の維持・
管理を徹底するととも
に、学校経営を支える
企画提案に取り組む。
また、ハラスメントや
服務事故のない職場を
維持する。

施設・設備の維持・
管理と共に、その充
実・改善を図る。特
に教育活動のＩＣＴ
化推進に資する取組
を重視して、緊急事
態への対応に万全を
期すとともに、教育
効果の一層の向上を
目指す。

1

スクール・ミッション
リベラルアーツを重視した教育課程、地域と連携した生徒の主体的な活動等のエビデンスに基づいた
学校改革や特色ある教育活動を通じて、社会をより良くしようとする意志と崇高な理想をもったリー
ダーになり得る人材を育成します。

スクール・ポリシー
・アドミッション・ポリシー　　　自分自身の可能性を発見し、高い志をもって勉学に励む意思をもった生徒を募集
・カリキュラム・ポリシー　　　　深い教養の素地を培うリベラルアーツを重視した教育課程を編成
・グラデュエーション・ポリシー　幅広い学びを通して、社会に貢献しようという志をもつ人材を育成

○３年連続で複数の国公立医学部医学科現

役合格を達成

●旧帝大等を含む難関国公立大学の現役合

格者が大幅に減少

（現浪合わせた数値は伸長）

◎進路指導の改善が急務（青高スタンダー
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・とうきょう総文2022へ
の参加（青山フィルハーモ
ニー）
・本校の再任用教員、非常
勤教員経験者を、部活動外
部指導員や３年生の特別講
習の講師として活用
・事故等の未然防止と万一
の場合の適切かつ迅速な対
応の徹底
・顧問教諭や関係教諭、ス
クールカウンセラー等によ
る面談等の実施
・オンラインや動画配信を
含め、地域の小中学校、特
別支援学校との部活動をと
おしての生徒同士の交流活
動の継続
・進学指導重点校の要とし
て、都内の難関国公立大学
との部活動をとおしての交
流活動・キャンパスツアー
を復活（オンラインを含め
て実施）
・スポーツマインドの育成
や技術指導など、地域のス
ポーツ施設や団体と連携し
た部活動の展開

・「進学指導」につながる
キャリア教育を地域企業
（日本オラクル、アクサ生
命保険）と共同で推進、生
徒のための教育プログラム
の開発と探究的活動による
「志」の育成を通じて、将
来を見据えた進路を実現す
る進学指導の実践
・地域の諸団体と連携した
地域行事や活動に関する探
究活動の実現
・ストリート装飾の展示継
続とオリパラ教育の総括、
国立競技場や東京体育館と
連携した活動の模索
・外国大使館等と英語によ
る講演や著名人・知識人等
を招聘した文化講演を実施
・地域の特別支援学校との
交流活動の展開
・祭礼等の地域行事への参
加や地域の清掃活動などの
実施
・地域や地域の企業、関係
機関と連携した防災訓練の
実施（帰宅困難者の受け入
れの「避難所運営ゲーム」
を活用した実践的訓練)

・学校ホームページの充実
及びTwitter等を活用し、各
種調査のエビデンスの公表
や行事や部活動等の教育活
動の情報を公開し、教育活
動を常に改善する原動力に
変える
・学校説明会、入試問題解
説会等をオンライン開催や
ＳＮＳでの発信も交え、年8
回以上開催
・オンライン開催も含め、
近隣中学校等への出前広報
活動の展開
・中学生対象の体験授業
（サマースクール）の実施
・オンライン開催も含め、
塾等への出前広報活動の復
活
・YouTube「青高チャンネ
ル」やＤＶＤを活用した学
校ＰＲの展開
・外苑前・青山地区の地の
利を活かした生徒募集活動
の展開（ブランド力のある
デザインの開発：マフラー
タオル等）
・中学生の体験授業の受け
入れ

生徒の学習や進路に関する期待を、担任が定期的に示すことで、生徒の学習意欲と成果が向上する。

各学年もっとも高い評価のクラス　（2021年12月調査結果）　

中学生・保護者等
に対する対面・オ
ンライン・動画配
信等による学校説
明会等により、青
高のブランド力と
共に、公立学校で
学ぶ良さをアピー
ルする。
・行事や部活動等の教
育活動の情報発信
・中学校訪問や学習塾
主催の説明会等をとお
して、中学生とその保
護者に対する情報発信
・Twitter、学校ホーム
ページ、YouTube「青
高チャンネル」等を活
用した情報発信と広報
活動の充実
・中学校やＰＴＡ主催
の説明会等での対面・
オンライン・動画配信
による広報

・生徒総会、外苑祭等の生
徒会活動の指導
・いじめアンケート実施
（年３回）による未然防
止、早期発見
・いじめ対策委員会、特別
支援委員会の定期開催
・校内美化活動の指導
・校内施設・設備使用の
ルールの徹底
・ＳＮＳの適切な活用の指
導、ゲーム等への依存防止
の指導
・あいさつ指導、遅刻防止
の指導の実施
・セーフティ教室の実施
・地域行事やイベントへの
参加など、地域との交流を
通じて、多様性を相互に認
め合い、共生できる健全な
精神を培う
・週２日、外部委託等によ
る自習室管理を実現、土曜
日の開放時刻を午後８時ま
でに延長（保護者の同意と
検温等の生徒による管理）

・管理職を含め、教職員が
気付いた生徒に係る情報
は、企画調整会議・特別支
援教育推進委員会等で必ず
共有し、学校としての具体
的な支援等を実施
・「様子を見る」は禁句と
し、迅速に対応して、「何
もなくてよかった」という
共通認識を職場内で確立
・アレルギー疾患等生徒の
個別の状況把握と共有化
・生徒検診等における全校
協力体制の継続
・１学年全員面接、教員へ
のコンサルテーション等ス
クールカウンセラーの活用
・教職員対象の保健研修会
等の実施
・発達障害の理解、教員の
カウンセリング能力の向上
と相談体制の充実
・スクールカウンセラーを
活用した、合理的配慮や支
援を必要とする生徒への支
援
・ヤングケアラーの正確な
把握を行い、適宜有効な支
援を行えるよう、いじめ対
策委員会等を活用

・令和３年度は、科学や経
済分野で活躍するプロ
フェッショナルによる文化
講演を開催
・文化部活動推進校とし
て、全国高等学校総合文化
祭（とうきょう総文
2022）に参加
・国立競技場・東京体育館
との連携の模索
・防災訓練・避難訓練の実
施
・日本の伝統文化の理解と
継承を目的とする修学旅行
の実施
・健康維持とスポーツに親
しむ基礎を培う体育祭の実
施
・外苑祭における演劇等の
質の一層の向上
・校内ビブリオバトルの継
続実施
・Tokyo Global Gateway
（英語村）を活用した英語
体験学習の展開（１年生）
12/22
・新しい学校行事の形を創
造

教育活動の全般を
とおして、公共心
や道徳心、規範意
識や社会貢献の意
識を育むととも
に、他者を思い遣
る人間性を醸成す
る。
・自主自律の精神と民
主主義を尊ぶ生徒会活
動の指導
・事件や事故、自然災
害等から身を守り、社
会の一員として自助共
助の行動をとれるよう
指導
・美化活動等の実施
・社会性の涵養に資す
る講話や指導の実施
・いじめ防止対策の実
施
・自習室の利用時間延
長と自学自習の習慣化

学校保健計画に基
づき、生徒の心身
の健康づくりに資
する取組を推進す
るとともに、個々
の生徒に応じた指
導・支援を行う。
・感染症予防のための
保健衛生指導、校内美
化の推進
・カウンセリングや相
談体制の強化
・合理的配慮や支援を
必要とする生徒への支
援
・スクールカウンセ
ラーや特別支援教育
コーディネータを活用
した相談体制の強化
・いじめ対策委員会や
特別支援教育推進委員
会をとおして、生徒の
情報を迅速かつ的確に
把握し、きめ細やかに
対応（拒食症と受験ス
トレスへの対応）

学校行事のねらい
を達成し、健全な
心身を育成すると
ともに、文化・芸
術・運動等に生涯
にわたり親しむ素
地を培う。
・著名人等によるプロ
フェッショナルを招聘
して、生徒の志を高め
る文化講演を開催
・文化・芸術に親しむ
行事の実施
・防災に係る活動に親
しむ行事の実施
・体育活動に親しむ行
事の実施
・読書活動に親しむ行
事の実施
・コロナ禍を教訓にＩ
ＣＴ等を活用した新し
い形の学校行事を創造

部活動を奨励し、
文化活動や体育活
動をとおして、生
涯にわたり健康で
文化的な生活を送
るための基礎を培
う。
・とうきょう総文
2022への参加
・公式戦の参加奨励や
公的発表会等への参加
支援
・外部指導員等の配置
・生徒の心身の課題に
学校全体で対応
・地域の学校との部活
動をとおした交流活動
の展開
・大学や企業と連携し
たスポーツ交流活動の
展開によるキャリア教
育を実践

地域行事への参加
や地域との交流活
動を推進し、積極
的に社会に参加・
貢献しようとする
態度を育成する。
・地域の企業等と連携
した教育プログラムの
開発と探究的活動の実
践
・地域の外国大使館等
との国際交流の展開
・地域や近隣の学校・
企業・諸団体、関係機
関等と連携した活動の
展開（連携協定書の締
結による継続的な連携
の基盤を構築）
・地域の特別支援学校
との交流活動の展開
・ニュージーランドの
ハット・バレー高校と
の交流活動の推進

教育活動の広報を
とおして、地域社
会や地域の学校に
本校の教育活動へ
の理解を深めても
らうとともに、よ
り学ぶ意欲の高い
生徒の募集を目指
す。

公共心、道徳心を
涵養し、規範意識
や社会貢献の意識
の醸成を図る。ま
た、いじめの未然
防止、自殺防止の
ための相談・支援
体制を強化する。

感染症予防対策を
含めて保健・衛生
管理の徹底、心身
の健康維持のため
の相談・支援体制
を一層強化し、生
涯にわたる健康維
持・増進に必要な
基礎を育成する。

感染症予防対策を
徹底継続したうえ
で学校行事を実施
し、健全な帰属意
識を醸成する。ま
た、ホームルーム
活動を通じて、互
いに高め合う集団
を育成する。

感染症予防対策を
徹底継続したうえ
で部活動を奨励
し、心身の健康と
文化教養を高め
る。また、地域等
に貢献する活動を
とおして、社会性
の涵養を図る。

（６）広報活動

ア　健全育成 イ　心身の健康 ア　行事等 イ　部活動 開かれた学校づく
りや地域連携を推
進し、生徒が有為
な社会人となるた
めの資質を育むと
ともに、地域の教
育・文化の核とし
ての社会的役割を
果たす。

（3）生徒の健全育成と心身の健康 （４）特別活動 （５）地域貢献

目指す学校像

 ・深い学びと教養を身に付けさせる「進学指導」を実践する学校（進学指導重点校）
 ・指導力（作問力）の高い教員が質の高い学習指導を実践し、奉職する喜びと誇りを実感できる学校
 ・保護者や地域の方々と協同し、共に活躍し、共に喜びを共有できる学校
 ・ＩＣＴを活用した教育活動を効果的に展開できる学校

目指す生徒像

・社会の変化に対応できるよう、生涯にわたって学び続ける意欲と態度を備えた生徒
・将来の進路見据え、学びに向かう真摯な姿勢と社会に貢献しようとする志をもった生徒
・切磋琢磨することに喜びを見いだせる逞しさを備えた生徒
・心身の健康管理を適切に行える知識・技能など、社会生活の基礎を身に付けた生徒

●全てのホームルームでの話合いや

発表活動を展開するとともに、

生徒に対する

学習や進路に関する教員の期待を

定期的に表明 全クラス8割以上

●生徒の学校生活における意欲と

学力の向上を実現

定期的, 
82.1%

時々, 
17.9%

75期生 最も高いクラス

定期的, 

83.8%

時々, 

8.1%

余り示して

いない, 

2.7%

全く示してい

ない, 2.7%
分からない, 

2.7%

74期生 最も高いクラス

定期的, 

70.0%

時々, 

25.0%

余り示していな

い, 2.5%

分からない, 

2.5%

76期生 最も高いクラス


